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Ⅰ．国際共同研究の内容（公開） 

 
１．当初の研究計画に対する進捗状況 

(1)研究の主なスケジュール(実績) 

 

研究題目・活動 

2020 年度 2021 年度 

4～6

月 

7～9

月 

10 ～

12 月 

1～3

月 

4～6

月 

7～9

月 

10 ～

12 月 

1～3

月 

1. 野生個体導入と行動家畜

化指標解析 

1-1 野生個体導入とサンプリ

ング 

1-2 行動解析 

 

 

  

    

2. ゲノム解読と多型解析 

2-1 ゲノム解読 

2-2 多型解析 

  

 
 

    

3. 遺伝解析 

 
    

    

4. データ管理 

 
    

    

飼育環境整備 
 

  
     

渡航活動   
 

 

    

 

＊１ コロナ禍の影響で事務手続きが滞り、相手国機関との業務委託契約に時間がかかっ

たため、野生個体の導入が遅れることになった。 

＊２ 野生個体の導入が 2020 年 3 月末になったため、行動解析は 2021 年 4 月以降に実施

することになった。 

＊３ 野生個体の導入が 2020 年 3月末になったため、ゲノム解読は行動データが得られる

2021 年 7月以降に実施することになった。 

＊４ コロナの影響によりゲノム解読が 2021 年 7月以降になったため、多型解析はゲノム

データが得られる 2021 年 8 月以降に実施することになった。 

＊５ コロナの影響によりゲノム解読が 2021 年 7月以降になったため、遺伝解析はゲノム

データが得られる 2021 年 8 月以降に実施することになった。 

＊６ コロナの影響により野生個体の導入が 2020 年 3 月末になったため、データ管理は

野生個体導入と

サンプリング 

行動解析 

ゲノム解読 

多型解析 

相手国整備 

個体飼育状況の調査 

（１人・７日） 国際ワークショップ 

（３人・７日） 

データ管理 

＊１ 

＊３ 

＊４ 

＊６ 

＊７ 

＊８ 

遺伝解析 

＊５ 

＊２ 
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2021 年 3月以降に実施することになった。 

＊７ コロナの影響により飼育環境整備は 2020 年 11 月～2021 年 3月末までとした。 

＊８ コロナの影響により 2020 年度に加え 2021 年度も相手国への渡航ができなかった。

そのため、渡航は取りやめ、オンラインでの国際ワークショップ開催を 2022 年２月に実施

することにした。 

 

 

(2)プロジェクト開始時の構想からの変更点(該当する場合) 

 

新型コロナ禍により、日本からガーナへ、またガーナから日本への渡航ができなくな

った。そのため、渡航により実施する予定であった現地での飼育環境の整備や繁殖スケ

ジュールの確認、またガーナ側研究者の日本への渡航などができなくなった。また、相

手国においては、ガーナ大学における活動がリモート中心となり、キャンパスの閉鎖が

長く続いた。そのため、事務作業が大幅に遅れることになり、業務委託契約の締結が大

幅に遅れる事態となった。これらの理由により、研究プロジェクト全体のスケジュール

の見直しを行い、申請の上、研究期間を１年間延期して 2021 年度末までとすることが

認められた。 
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２．プロジェクト成果の達成状況とインパクト（公開） 

 

(1) 成果目標の達成状況とインパクト等 

グラスカッターの大規模な飼育繁殖を可能にするため、2020 年度にはガーナ大学と

国立遺伝学研究所（以下遺伝研）との間で業務委託契約を締結し、飼養施設・設備と飼

育環境の整備を行った。業務委託契約にあたっては、国際コーディネーターの小出が所

属している遺伝研がガーナ大学と契約手続きを行った。契約に基づき、ガーナ大学家畜

研究センター（以下「LIPREC」という）内の飼養施設にグラスカッター飼育用ケージラ

ックを購入し設置した。本ケージラックは、グラスカッター個体の飼育のために不可欠

なものである。同時に、適切な飼育環境の確保や飼育に伴うデータ取得を可能にするた

めの作業デスク等の整備を行った。更に、餌となる食草を確保するため、飼養施設の近

くに圃場を整備した。これらの対応により、適切で効率の良い飼育繁殖作業環境が確立

された。その上で、野生グラスカッター30個体を購入し、飼養施設に導入した。これら

の個体が選択交配の親個体となる（図１，２）。 

ガーナ大学では、これら 30 個体について、イヤーパンチ法により個体識別をすると

同時に、その際に得られる組織片を用いてゲノム DNA の抽出を行った。 

ガーナ大学 LIPREC では、既存の飼育施設を用いてグラスカッターの飼育及び繁殖を

小規模でフィジビリティースタディーとして進めた。グラスカッターには行動家畜化指

標に個体差が大きく、臆病で警戒心の強い個体は、人の侵入や飼育関連作業などにより

パニックになったりすることもある。そのような場合、ケージの網に激突しケガをした

り最悪死亡することもある。一方、従順性の高い個体は飼育や繁殖が順調に進むことも

確認できた。これにより、本プロジェクトの目指す家畜化の可能性が示された。 

行動家畜化指標の定量化のための行動テストは、本プロジェクトに向けて 2020 年に

確立したところである。その手法による解析をスムーズに実施するための準備を LIPREC

において進めた（図２）。 
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図１：整備した飼養施設と飼育・繁殖用ケージラック 

 

 導入個体は個別飼育を行い、各個体の行動家畜化指標の評価テストを実施して従順性

の評価を行った。その上で、各個体からゲノム DNA を得るための耳組織のサンプリング

及びゲノム DNA の抽出を行った。 

 

 
図２：グラスカッターの飼育の状況及び飼育個体の行動家畜化指標の定量化 
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 ゲノム解析において、グラスカッター１個体のリファレンスゲノム解読はすでに完了

している。取得したゲノム情報の概略は以下（図３）のとおりである 

 

 
図３：グラスカッターのリファレンスゲノム解析結果の概略 

 

 

 解読したゲノムの全長は約 2.2Gbp であり、BUSCO (Ver.5)による解析では、調べた

13,798 個の遺伝子のうち、94.2%が検出されている。この値はゲノムデータの質・量共

に高いことを示している。したがって、今後はグラスカッターゲノムを用いた信頼性の

高い解析が可能である。また、11 種類の組織（心臓、肺、筋組織、脾臓、精巣、嗅球、

下垂体、前頭皮質、海馬、歯状回、視床下部）から RNA を抽出し、RNA-seq 解析を行っ

た。この RNA-seq データを用いて遺伝子のアノテーションが可能になった。 

2020 年度には、グラスカッターが属するヤマアラシ亜目 16 種（モルモット、ペルー

テンジクネズミ、マーラ、カピバラ、マダラアグーチ、カナダヤマアラシ、オナガチン

チラ、パカラナ、ヌートリア、デグー、シャカイツコツコ、アフリカイワネズミ、ダマ

ラランドデバネズミ、ハダカデバネズミ、タテガミヤマアラシ、アトラスグンディ）の

ゲノムデータを取得し、グラスカッターゲノム及びマウス（ハツカネズミ）ゲノムを加

えてゲノム解析を開始した。 

2021 年度には、上述の合計 18 種について、進化系統的解析を進めた。その結果、グ

ラスカッターはハダカデバネズミなどに近いグループに属していることが明らかにな

った（図４）。また、化学感覚受容体遺伝子の比較解析により、グラスカッターがげっ歯

類や他の一般的な動物種と同様の嗅覚受容体遺伝子を持っていることも明らかになっ

た。これらの解析結果をもとに国際学術誌に発表するための論文を準備中である。 
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図４：ヤマアラシ亜目のゲノムデータを用いた進化系統樹 

 

 

 グラスカッター導入個体の行動解析及びゲノム解析を行った。グラスカッターは、家

畜化のための交配集団親個体 33 個体（本プロジェクトで購入した 30個体に既存の 3 個

体を加えたもの）について行動家畜化指標の解析を行った。その結果、33 個体について、

行動家畜化指標が比較的高い 40～45 の値を示すものが 4個体、比較的低い 15～20 の値

を示すものが 3 個体みられ、その間の行動家畜化指標区間では同数かより多く最大で 8

個体がみられた（図５）。したがって、行動家畜化指標の解析により従順性をある程度

客観的に評価できており、集団内に従順性の多様性がみられることが分かった。 

 
図５：行動家畜化指標のスコア分布 

 

また、これらの個体については、全ゲノムの解読を行った。各個体について、約 70倍

のリードによるゲノムデータ（各個体平均 145Gbp）が得られた。現在、これらの行動家

畜化指標データと全ゲノム解析をもとに関連解析を実施するための予備的多型解析を

進めているところである。 
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本プロジェクトに関して、最終的な研究成果については、2022 年 2 月にオンラインで

日本側研究者とガーナ大学側研究者及び関係者が参加するワークショップを開催し、発

表と議論を行った（図６）。 

 

 
 

図６：ワークショッププログラム 
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(2) プロジェクト全体のねらい（これまでと異なる点について） 

 野生の草食性巨大齧歯類であるグラスカッターは、西アフリカ諸国の人々に食用とし

て大変好まれ、高値で取引されている（図７）。そのために、野生個体の乱獲や捕獲目的

のブッシュへの放火による環境破壊、さらには他の野生動物食を原因とするエボラウイ

ルスや COVID-19 に代表される人獣共通感染症のリスクなどが問題となっている。こう

した諸問題に対応するためには、グラスカッターを家畜として飼育下で衛生面を管理し

て繁殖し、市場に供給することが望まれるが、これまで家畜化されたグラスカッターは

存在していない。そこで、西アフリカのガーナにおいて、グラスカッターの家畜化を行

い、現地に新たな畜産業の創出を将来的に目指す。本プロジェクトでは、家畜化のため

の育種基盤の確立を行うことをねらいとしている。 

 

 
図７：グラスカッター個体と市場で一般的に販売されている燻製肉 

 

 

 

(3) SDGs 達成に向けた重要性、科学技術・学術上の独創性・新規性（これまでと異なる点に

ついて） 

 

 日本の遺伝子解析技術を活用して、野生動物の家畜化による感染症リスクや食の問題

を軽減し、SDGs で掲げられている健康問題などの解決を支援することを目的としてる。

現地では、野生のグラスカッターが高値で取引されており、乱獲や捕獲のためのブッシ

ュの焼き討ちや、野生動物から持ち込まれる人獣共通感染症リスクなどが問題となって

いる。このため、グラスカッターの家畜化が求められているが、野生個体は臆病でパニ

ックになった個体が衝突死することが多発する問題があり飼育は容易ではない。そこで

本研究プロジェクトでは、マウスを用いて確立した選択交配による家畜化法を応用し、

グラスカッターの家畜化を世界で初めて進めるための育種基盤を確立する。学術的には、

グラスカッターの家畜化により新たな動物種における家畜化の遺伝的基盤が明らかに

なると期待される。動物家畜化を研究として実施している例は世界的にも限られており、

本研究は実験動物のマウスと野生動物のグラスカッターという異なる種で家畜化の遺

伝的メカニズムを比較することを可能にするものであり、他では実施できない独創性の

高い研究になる。本研究で得られるマウスとグラスカッターの家畜化基盤の比較解析に

よる結果は、今後の動物家畜化に向けて重要な情報をもたらすことが期待される。 

 

 

(4) 研究運営体制、日本人人材の育成(若手、グローバル化対応)、人的支援 (研修、若手の

育成) およびネットワーク構築等 

 

 研究運営体制は以下のとおりである。日本国内は、遺伝研から小出、豊田、高浪の３

名が参加し、京都大学から村山、東京大学から新村（令和３年度からは宮崎大学に異動）
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の５名が参加している。ガーナ共和国からは、相手国協力機関のガーナ大学に所属する

Kayang 博士と Adenyo 博士の２名が参加している。更に、相手国において Kayang 博士と

村山が設立した NGO である GIfT の協力も得ている。国際コーディネーターは、研究代

表者の小出が兼務している（図８）。 

 

 
図８：本研究プロジェクトの実施体制 

 

 小出は 2018 年度と 2019 年度の 2度にわたりガーナ大学を訪問すると共に、Adenyo 博

士を共同研究者として過去 3度にわたり研究室に受け入れ、研究協力を進めてきた。ま

た、ガーナ大学と国立遺伝学研究所との連携を強化するための国際交流協定(MOU)締結

も中心になり進め、2019 年には MOU 締結のためにガーナ大学副学長（日本の学長に相

当）を遺伝研に招待した。このように、遺伝研とガーナ大学のネットワーク形成は確立

されている。また、国内の共同研究者である村山はガーナ大学の Kayang らと 1998 年か

ら長きにわたり共同研究を行ってきた。JICA の草の根技術協力事業や日本学術振興会

の二国間交流事業の支援を得て、グラスカッターをガーナ北部のアッパーウェスト州の

農家に導入し、経済的自立に貢献する取り組みを進めてきた。このために 2016 年に

Kayang と村山が共同代表となり NGO の GIfT を設立している。また Adenyo と Kayang ら

はガーナ大学内に家畜研究センター（LIPREC）を有し、グラスカッターの大規模な飼育

繁殖が可能な設備を所有している。 
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Ⅱ．今後のプロジェクトの進め方、および成果達成の見通し（公開） 
 

 本格的に 2020 年 1 月に始まった新型コロナの影響により、日本やガーナにおける研

究活動が大きく遅れたことに加え、渡航の禁止などもあり本プロジェクトは遅れが顕著

となった。そのため、1 年間の期間延長を申請して認められた。これにより、研究の遅

れを取り戻すための対応を進めた。 

 2021 年 3 月にグラスカッターの飼育施設の整備が完了すると共に、野生個体を購入

して飼育施設に導入が完了した。また、導入した各個体の行動家畜化指標の定量化を行

うと共に、個体識別のために実施したイヤーパンチにより得られた組織片を用いてゲノ

ム DNA の抽出を行った。これらの成果により、繁殖による選択交配を実施するために必

要な準備が整った。 

2021 年度は、選択交配のもとになる導入個体について、各個体の行動家畜化指標を解

析し、行動データを得た。また、各個体からは耳組織片を個体識別時に採取し、それら

から導入個体から得られたゲノム DNA を用いて、ゲノム配列の解析を行った。すでに、

行動家畜化指標とゲノムデータ共に得られており、今後は各個体の行動家畜化指標デー

タとゲノム多型データを用いて全ゲノム関連解析を行うことで、家畜化に関わるゲノム

多型の探索を行う。これにより、これまでにマウスで明らかにしてきた家畜化関連遺伝

子やゲノム領域の情報との比較が可能になり、種を超えた家畜化の共通メカニズムの検

討ができるようになると期待される。 

2021 年度は、すでに得られているグラスカッターの約 100 倍解読によるリファレン

スゲノムデータに加えて、同じグループに属するヤマアラシ亜目 16 種のゲノム情報を

用いてゲノムや遺伝子の進化系統的解析を進めた。その結果、嗅覚受容体遺伝子、苦み

受容体遺伝子、フェロモン受容体遺伝子について、18 種における遺伝子のリストアップ

と比較解析を行った。この研究成果については、2022 年中に国際学術誌に発表したいと

考えている。 

グラスカッターの飼育は飼育施設の整備が完了し、新たな個体の導入もできたことか

ら、行動家畜化指標の高い個体の交配と繁殖を繰り返す選択交配による家畜化を推進す

る予定である。すでに繁殖は順調に進みつつあり、親世代の交配から 2022 年 1 月時点

で新たに 48 個体が生まれている。また、飼育繁殖を確実に効率よく進めるための作業

手順書も作成している。このように、次世代への更新も順調に進むことが期待される。 

また、今後は繁殖状況を見つつ、繁殖個体の活用にも積極的に取り組む予定である。

行動家畜化指標の定量化により、指標の高い個体は次世代のための繁殖に使用するが、

それ以外の個体は LIPREC における繁殖には用いることはない。そのため、社会実装の

ための試験的な取り組みとして、グラスカッター個体の小規模家畜農家への提供・販売

やグラスカッター肉を用いた加工食品の開発などに取り組む。加工食品の試験製造にあ

たっては、缶詰作製を目指すが、そのための設備については簡易なものから始める予定

である。缶詰以外にもスープや調味料などが可能性として考えられる。こうした加工食

品の製造が実現すれば、グラスカッターが高級食材として好まれる西アフリカ諸国では

大きなインパクトが期待される。 

 更に、グラスカッター個体の販売と供給に加え、余剰個体を用いた加工食品製造の道

筋ができた段階で、現地における現地の人々による産業化への道筋を検討したいと考え

ている。 
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Ⅲ．社会実装に向けた課題とそれを克服するための工夫、教訓など（公開） 
 

(1) 研究成果を社会実装につなげるための課題、現状および課題解決に向けて取り組んだこ

と 

 

 グラスカッターの家畜化のための選択交配では次世代の交配に使用しない個体が多

く生じると予想される。これらの個体については、飼育農家への提供をすることで、小

規模畜産業を育成することが社会実装の上からも重要である。NGO の GIfT はすでにガ

ーナ北西部の町 Wa 及びその周辺地域において農家への飼育指導を行っている。今後更

に推進させることが可能になると期待される。また、余剰個体を用いた加工食品の作製

についても検討を進めている。缶詰は都市部だけでなく農村部においても広く普及して

いる食品であり、現地において受け入れられる可能性が高い（図９）。そこで、今後缶詰

作製設備の導入が可能か検討を進めている。 

 
図９：ガーナの北西部地方の集落にある食料品店の様子。缶詰を多く品ぞろえしている。 

 

 

(2) 各種課題を踏まえ、研究プロジェクトの妥当性・有効性・効率性・インパクト・持続性

を高めるために実際に行った工夫 

 

 本プロジェクトでは行動家畜化指標を基にした選択交配の基盤を確立する。これまで、

グラスカッターの従順性に関する性質を定量化する手法は確立されていなかった。そこ

で、本プロジェクトに先立ち、各個体について数分程度で完了する行動テストを確立し

た。実際に、この行動テストを用いて行動家畜化指標を定量して、飼育者の感覚的な従

順性の程度をスコア化したものと比較すると妥当な関連がみられた。したがって、本行

動テストを用いることで効率よくグラスカッターの従順性が定量化できると考えられ

る。また、選択交配の成否には最初の集団の遺伝的多様性の程度が大きく関わる。そこ

で、最初に野生由来の 30 個体を導入することができた。実際の遺伝的多様性について

は、更に 3 個体を加えて 33 個体のゲノム解読が完了しており、そのゲノムデータを用

いて多型解析を進めている。 

 

 

(3) プロジェクトの自立発展性向上のために、今後相手国（研究機関・研究者）が取り組む

必要のある事項 

 

 グラスカッタープロジェクトの自立発展のためには、グラスカッターの繁殖により得

られた個体を用いて収益を生むための取り組みが必要となる。現時点では、家畜化した
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グラスカッター個体の販売、缶詰などの加工食品の作製と販売などが可能性としてあげ

られる。そこで、現地において、小規模のグラスカッター畜産農家なども加えた協同組

合などの設立も重要な課題となる。 

 

 

(4) 諸手続の遅延や実施に関する交渉の難航など、進捗の遅れた事例があれば、その内容、

解決プロセス、結果 

 

 2020 年度は、新型コロナ禍によりリモートワークが導入されるなどにより、事務作業

が増加すると共に、リモートワークに不慣れなことも重なり、業務委託契約に関わる書

類手続きが大幅に滞った。ガーナ大学ではキャンパスへの学生の立ち入りが禁止される

などの措置により、オンラインによる教育への対応に事務担当者が多くの労力を割かな

ければならなくなった。こうした状況には進捗状況確認のメールなどをこまめに送信す

るなどして対応した。 
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Ⅳ．日本のプレゼンスの向上（公開） 
 

 本 JST aXis プロジェクト予算を使い、ガーナ大学家畜研究センター (LIPREC) の動

物飼育施設の整備を行った。ガーナ大学側の謝意により、施設に新たに設置されたサイ

ンボードには Japan Science and Technology Agency (JST)及び国立遺伝学研究所のロ

ゴを表示し、貢献が明確に示された（図１０）。 

 
図１０：グラスカッター飼育施設前に設置されたサインボード 

 

 NGO の GIfT は、ガーナ北西部における小規模農家のグラスカッター飼育支援などの

功績が認められ、2020 年 11 月にガーナ共和国の農業省から表彰を受けた（図１１）。 

 
図１１：ガーナ農業省より NGO GIfT の活動が評価されて授与された表彰状 

 

 

 2020 年度及び 2021 年度は現地に赴いて活動することができなかった。そこで、メー

ルやオンラインミーティングを活用し、グラスカッター個体の飼育状況や繁殖状況につ

いて調査を進めた。 

2021 年 12 月 13 日には、日本側研究者とガーナ側研究者らが参加して、現地のグラス

カッター飼育農家のメンバーも参加する形でワークショップ「Ghana Grasscutter 
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Project Workshop」を開催した。プログラムは以下のとおりである（図１２）。このワー

クショップは、ガーナ北西部の町 Wa において、現地での参加者とガーナ大学及び日本

からオンラインでの参加者がハイブリッドで集まり開催した。本ワークショップでは、

グラスカッターの家畜化に関する現状と学術的紹介に加え、京都大学のカレークラブの

メンバーが様々なカレー料理について紹介し、グラスカッター肉を用いたカレー食品の

可能性について議論した。最後に、缶詰作製の実演を現地の関係者が行った（図１３）。 

 これらの様子は、ガーナのニュースサイト”Ghana News Agency”の 12 月 13 日付

の”Researchers set to find low aggression genes for grasscutter domestication”

と題する記事で詳しく報道された。 

https://www.gna.org.gh/1.21290486 

 

 

 
図１２：ワークショッププログラム 
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図１３：ワークショップでの缶詰作製の実演の様子 
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的、神経科学的、遺伝学的解析」、第43回 日本神経科学
大会、オンライン、2020/7/29 - 8/1

口頭発表（Oral Presentation）

2020 英語（English）

Lalithadevi Mallarapu, Akira Tanave, Yuji Imai, Tsuyoshi 
Koide、「Effect of ERα polymorphisms in maternal 
behavior of mouse」、第43回 日本神経科学大会、
2020/7/29 - 8/1

口頭発表（Oral Presentation）

2020 日本語（Japanese）
村山美穂、”ゲノム情報を活用した野生動物の保全”、
バーチャル研究会「生物多様性のDNA情報学～自然の
計測と生命の理解のために」、online(神戸）、2020/12/23

口頭発表（Oral Presentation）

2020 英語（English）

Yoshihito Niimura, "Diversity and evolution of olfactory 
receptor and pheromone gene repertoires in mammals", 
ISOT (International Symposium on Olfaction and Taste) 
2020 Virtual Meeting, 2020/8/5

招待講演（Guest/Invited Speaker）

2020 日本語（Japanese）
新村芳人「哺乳類の嗅覚・フェロモン関連遺伝子の進化」
第４回 感覚研究フロンティア シンポジウム、オンライン、
2020/10/31

招待講演（Guest/Invited Speaker）

2020 日本語（Japanese）
新村芳人「哺乳類の嗅覚・フェロモン関連遺伝子の進化」
第２回生命情報学勉強会、宮崎大学、2020/11/17

招待講演（Guest/Invited Speaker）

２　学会等発表（セミナー、ワークショップ、シンポジウム等）
　　Presentations at Academic Conferences etc. (Seminars, Workshops, Symposia)

２．１　学会発表（相手側研究チームと連名の発表）
　　　　Conference Presentations (Joint Presentations with Partner Research Teams)

２．２　学会発表（相手側研究チームを含まない日本側研究チームの発表）
　　　　　　Conference Presentations (by Japanese Research Teams, excluding Partner Research Teams)



2020 英語（English）

Scott Jenkins "Investigation of Grasscutter 
(Thryonomys swinderianus) Brain Gene Expression using 
Cross-species Analysis", Innovative Africa Program 1st 
Joint Conference, 2021/3/19

口頭発表（Oral Presentation）

2021 英語（English）

ビシュワ ビーム バハドゥ、高浪景子、豊田敦、森宙史、
黒川顕、小出剛「マウス家畜化に伴う腸内微生物叢の変
化」日本実験動物学会　第68回大会 2021/5/19-21　オ
ンライン

口頭発表（Oral Presentation）

2021 英語（English）

Bhim B. Biswa, Atsushi Toyoda, Hiroshi Mori, Ken 
Kurokawa, Tsuyoshi Koide. “Changes in the gut 
microbiome associated with domestication of mice”第44
回日本分子生物学会年会　2021/12/1-3

ポスター発表（Poster Session）

2021 日本語（Japanese）

高浪景子, 小出 剛, 坂本浩隆　「痒みの神経伝達基盤 ―
疾患モデル動物を用いた検討― 」第94回日本内分泌学
会学術総会・シンポジウム「神経内分泌研究のアップ
デート」、オンライン、2021/4/22-24日

招待講演（Guest/Invited Speaker）

2021 日本語（Japanese）
高浪景子、小出　剛　「マウスの知覚閾値の系統差」　第
第68回日本実験動物学会総会、オンライン、2021/5/19-
21

口頭発表（Oral Presentation）

2021 英語（English）
高浪景子, 小出剛　「齧歯類における痒み閾値の種差と
系統差」　第44回日本神経科学大会、オンライン、
2021/7/28-31

ポスター発表（Poster Session）

2021 英語（English）

Keiko Takanami, "Histochemical challenges to the itch 
neurotransmission and evolution", International 
Federation of Societies for Histochemistry and 
Cytochemistry, IFSHC Workshop 2021, Session Japan, 
online, 2021/9/6-9

招待講演（Guest/Invited Speaker）

2021 日本語（Japanese）

高浪景子, 歌大介, 松田賢一, 河田光博, Earl Carstens, 
坂本竜哉, 坂本浩隆 「17β-エストラジオールによる痒み
閾値調節」　第47回日本神経内分泌学会学術集会、奈良 
2021/10/30-31

口頭発表（Oral Presentation）

2021 日本語（Japanese）
高浪景子、小出　剛　「野生由来系統・実験系統・愛玩系
統マウスにおける知覚閾値の系統差」　遺伝研　行動遺
伝学研究会　家畜化機構の解明　2021/12/20-21

ポスター発表（Poster Session）

2021 日本語（Japanese）

新村芳人、角田麻衣、加藤紗理、村田健、東原和成「齧
歯類ペプチドフェロモンESP遺伝子の起源と進化 —血＋
毒＝涙のフェロモン!?—」日本進化学会 第23回東京大
会、オンライン 　2021/8/19

ポスター発表（Poster Session）

2021 日本語（Japanese）

新村芳人、角田麻衣、加藤紗理、村田健、柳川太一、鈴
木俊太、東原和成「齧歯類ペプチドフェロモンESP遺伝子
の起源と進化 —血＋毒＝涙のフェロモン!?—」第164回 日
本獣医学会学術集会、オンライン  2021/9/7-13

口頭発表（Oral Presentation）

2021 日本語（Japanese）
新村芳人「匂い遺伝子と匂いの感じ方の多様性」、第75
回 日本人類学会大会公開シンポジウム、オンライン 
2021/10/9

招待講演（Guest/Invited Speaker）

8 初年度
11 ２年度
19 合計発表数

年度
(西暦を入れてください)
Japanese Fiscal Year

日本語／英語／その他
Language

発表者、「題目」、学会等名、場所、月日等
Speaker, "Title", Conference Name, Location, Date etc.

招待講演、口頭発表、ポスター発表の別
Type of Presentation

0 初年度
0 ２年度
0 合計発表数

２．３　学会発表（日本側研究チームを含まない相手側研究チームの発表）
　　　　　　Conference Presentations (by Partner Research Teams, excluding Japanese Reasearch Teams)



年度
(西暦を入れてください)
Japanese Fiscal Year

開催期間
Event duration

主催者名
Name of Organizer

名称
Title of the Event

場所（国名、都市名、会場名）
Location (Country, City, Venue)

参加人数（チームメンバー含む）
Number of Participants (Including 

Team Members)

概要
Overview

2020 2020/11/27 Boniface B. Kayang
Improving Grasscutter Productivity in the 
Face of the Pandemic

Blue Hill Hotel, Wa, Ghana 92

ガーナ側カウンターパート
が、グラスカッターを飼育し
ている67農家を対象に、飼
育方法の問題点と解決法、
食肉加工や販売についての
講習を行った。政府関係者
や報道機関も参加した。コロ
ナウイルス感染拡大によっ
て日本から渡航できない状
況のため、村山がビデオメッ
セージを送った。

2021 2021/12/10
村山美穂・Boniface 
B. Kayang

Ghana Grasscutter Project Workshop 
(Theme: Grasscutter processing and value 
addition)

GIfT office, MoFA, Wa, Ghana 41

日本側研究者とガーナ側研
究者及び現地のグラスカッ
ター飼育農家のメンバーも
参加する形でワークショップ
をハイブリッド形式で開催し
た。グラスカッターの家畜化
に関する現状と学術的紹介
に加え、京都大学のカレーク
ラブのメンバーが様々なカ
レー料理について紹介し、グ
ラスカッター肉を用いたカ
レー食品の可能性について
議論した。

2021
2021/12/20～
2021/12/21

菊水健史・小出剛 行動遺伝学研究会「家畜化機構の解明」
日本、三島市、国立遺伝学研究所（オンラ
インハイブリッド）

69

家畜化された様々な動物を
モデルに「家畜化」を遺伝学
的、解剖学的、発生学的な
らびに文化的にとらえ直し、
新たな「家畜化機構の解明」
の出発点とすることを目的と
して研究会を開催した。

2021 2022/2/17 小出剛
持続可能開発目標達成支援事業（Bタイ
プ）プロジェクト最終オンラインワークショッ
プ

日本、三島市、国立遺伝学研究所（オンラ
イン）

14

本プロジェクト『西アフリカの
環境保護と食の安全を目指
した巨大齧歯類グラスカッ
ターの家畜化推進』の最終
ワークショップとして研究成
果の報告と今後に向けての
議論を行った

1 初年度
3 ２年度
4 合計開催数

３　ワークショップ・セミナー・シンポジウム等の開催
　　Workshops, Seminars, Symposia and Other Events

３．１．ワークショップ・セミナー・シンポジウム（日本側研究チームおよび／または相手側研究チーム主催）
　　　　Workshops, Seminars, Symposia (Organized by the Japanese and/or Partner Research Teams)



年度
(西暦を入れてください)
Japanese Fiscal Year

出発日
Date of Departure

帰国日
Date of Return

氏名
（１名ごとに記載）

Last Name & First Name

所属機関
Affiliation

役職
Position

用務先（国名、都市名、研究機関名等）
Exchange Destination 

(Country, City, Research Organization etc)

用務の内容
Description of 

Exchange 
Content/Purpose

出張日数（自動計算）
Duration of Exchange

(autocompleted)

0

0

0

0

0 初年度 延べ出張者数（人） 0 初年度 0
0 ２年度 ２年度 0

延べ出張日数（人・日） 0

年度
(西暦を入れてください)
Japanese Fiscal Year

出発日
Date of Departure

帰国日
Date of Return

氏名
（１名ごとに記載）

Last Name & First Name

所属機関
Affiliation

役職
Position

用務先（国名、都市名、研究機関名等）
Exchange Destination 

(Country, City, Research Organization etc)

用務の内容
Description of 

Exchange 
Content/Purpose

出張日数（自動計算）
Duration of Exchange

(autocompleted)

0

0

0

0

0 初年度 延べ出張者数（人） 0 初年度 0
0 ２年度 ２年度 0

延べ出張日数（人・日） 0

年度
(西暦を入れてください)
Japanese Fiscal Year

出発日
Date of Departure

帰国日
Date of Return

氏名
（１名ごとに記載）

Last Name & First Name

所属機関
Affiliation

役職
Position

用務先（国名、都市名、研究機関名等）
Exchange Destination 

(Country, City, Research Organization etc)

用務の内容
Description of 

Exchange 
Content/Purpose

出張日数（自動計算）
Duration of Exchange

(autocompleted)

0

0

0

0

0 初年度 延べ出張者数（人） 0 初年度 0
0 ２年度 ２年度 0

延べ出張日数（人・日） 0

年度
(西暦を入れてください)
Japanese Fiscal Year

出発日
Date of Departure

帰国日
Date of Return

氏名
（１名ごとに記載）

Last Name & First Name

所属機関
Affiliation

役職
Position

用務先（国名、都市名、研究機関名等）
Exchange Destination 

(Country, City, Research Organization etc)

用務の内容
Description of 

Exchange 
Content/Purpose

出張日数（自動計算）
Duration of Exchange

(autocompleted)

0

0

0

0

0 初年度 延べ出張者数（人） 0 初年度 0
0 ２年度 ２年度 0

延べ出張日数（人・日） 0

４．２．１　相手側研究チームメンバーのみ
　　　　　　Only those by Partner Research Team Members

４．２．２　相手側研究チームメンバー以外
　　　　　　Excluding those by Partner Research Team Members

４　研究交流の実績
　　Record of Research Exchanges

４．１．１　日本側研究チームメンバーのみ
　　　　　　Only those by Japanese Research Team Members

４．１　日本側の本プロジェクト関連海外出張
　　　　Record of Visits by the Japanese Side to Overseas

４．１．２　日本側研究チームメンバー以外
　　　　　　Excluding those by Japanese Research Team Memebers

４．２　相手国側の本プロジェクト関連海外出張
　　　　Record of Visits by Partner Reserach Teams to Overseas including Japan



出願年度
(西暦を入れてください)

Year of Application

出願番号
Application Number

発明の名称
Name of Patent/Patent Name

出願日
Application Date

出願人（全出願人を記載）
Patent Applicants (Fill in All Members)

公開番号
（未公開は空欄）

Publication Number
 (leave blank if 
unpublished)

発明者
Inventor

出願国
Country of 
Application

登録番号
（未登録は空欄）

Registration Number
 (leave blank if 
unregistered)

0 初年度
0 ２年度
0 合計出願数

0 初年度
0 ２年度
0 合計出願数（登録番

出願年度
(西暦を入れてください)

Year of Application

出願番号
Application Number

発明の名称
Name of Patent/Patent Name

出願日
Application Date

出願人（全出願人を記載）
Patent Applicants (Fill in All Members)

公開番号
（未公開は空欄）

Publication Number
 (leave blank if 
unpublished)

発明者
Inventor

出願国
Country of 
Application

登録番号
（未登録は空欄）

Registration Number
 (leave blank if 
unregistered)

0 初年度
0 ２年度
0 合計出願数

0 初年度
0 ２年度
0 合計出願数（登録番

出願年度
(西暦を入れてください)

Year of Application

出願番号
Application Number

発明の名称
Name of Patent/Patent Name

出願日
Application Date

出願人（全出願人を記載）
Patent Applicants (Fill in All Members)

公開番号
（未公開は空欄）

Publication Number
 (leave blank if 
unpublished)

発明者
Inventor

出願国
Country of 
Application

登録番号
（未登録は空欄）

Registration Number
 (leave blank if 
unregistered)

0 初年度
0 ２年度
0 合計出願数

0 初年度
0 ２年度
0 合計出願数（登録番

５　特許出願
　　Patent Applications

５．１．　日本側の単独出願
　　　　　Independent Applications by Japanese Research Teams

５．２．　”相手国”側の単独出願
　　　　　Independent Applications by Partner Countries

５．３．　共同出願
　　　　　Joint Applications



６．１　受賞
　　　　Awards

年度
(西暦を入れてください)
Japanese Fiscal Year

賞の名称
Name of Award

受賞日
Date of Award

受賞者
Recipient

特記事項
Remarks

2020
Ministry of Food and Agriculture, 36th National Farmer's Day, 
Metropolitan / Municipal / District Award

2020/11/6
Grasscutter Initiative 
for Rural 
Transformation (GIfT)

In recognition of the 
outstanding 
contribution towards 
the Development of 
Agriculture in Ghana

1 初年度
0 ２年度
1 合計受賞数

年度
(西暦を入れてください)
Japanese Fiscal Year

新聞名、記事のタイトル
Name of Newspaper & Title of Article

掲載日
朝刊・夕刊の別

Date of Publication (Morning 
or Evening Edition)

掲載者
Publisher

特記事項
Remarks

2021
Ghana News Agency "Researchers set to find low aggression genes for 
grasscutter domestication"

2021/12/13 Prosper K. Kuorsoh

0 初年度
1 ２年度
1 合計掲載数

６．３　その他
　　　　Other

テレビ、雑誌等に取り上げられた場合などありましたらご記入ください。

年度
(西暦を入れてください)
Japanese Fiscal Year

テレビ：放送局、番組名／
雑誌：雑誌名、巻号数、引用した箇所のページ

Television: Broadcasting Station, Program Name/
Magazine: Name, Volume/Edition, Reference Page

テレビ：放映日／
雑誌：発行年月

Television:Broadcasting Date
Magazine: Date of Publication

出演者／掲載された人
Presenter/Person 

mentioned

特記事項
Remarks

2020
テレビ：NHK BSプレミアム「ヒューマニエンス “嗅覚” 生命のバロメー
ター」

2020/11/12 新村芳人

1 初年度
0 ２年度
1 合計出演・掲載数

６．２　新聞報道
　　　　Newspaper Reports

６　受賞等
　　Awards


